
冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表

し
て
挨
拶
に
立
っ
た
荻
山
会

長
は
「
コ
ロ
ナ
の
災
禍
は
２

年
半
に
及
ぶ
。
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
に
は
感
染
状
況
が

や
や
落
ち
着
き
ご
利
用
も
増

え
た
が
、
本
格
回
復
に
は
程

遠
く
、
こ
う
し
た
中
で
若
手

や
中
堅
の
離
職
が
増
加
し
て

い
る
。
サ
ー
ビ
ス
連
合
、
航

空
連
合
と
の
３
産
別
共
闘
や

連
合
と
の
連
携
を
通
じ
て
国

や
政
治
に
苦
境
を
訴
え
て
き

た
が
、
労
使
の
自
助
努
力
だ

け
で
は
限
界
が
あ
り
、
早
期

の
需
要
回
復
の
た
め
に
、
引

き
続
き
最
大
限
の
取
り
組
み

を
展
開
す
る
」
と
述
べ
た
。

さ
ら
に
「
Ｊ
Ｒ
連
合
が
結
成

30
年
を
迎
え
た
今
、
民
主
的

労
働
運
動
の
発
展
を
通
じ
、

社
会
的
信
頼
と
組
合
員
の
負

託
に
応
え
得
る
、
Ｊ
Ｒ
労
働

者
を
代
表
す
る
産
別
組
織
を

つ
く
る
と
い
う
原
点
を
忘
れ

ず
、
今
後
の
持
続
的
な
成
長

の
た
め
に
は
社
会
変
容
に
対

応
し
た
変
革
が
必
要
」
と
の

問
題
認
識
を
示
し
た
上
で

「
Ｊ
Ｒ
連
合
結
成
30
年
の
節

目
を
次
代
へ
の
起
点
に
据
え

て
新
年
度
に
臨
む
」
と
の
決

意
を
強
く
示
し
た
。
そ
の
後
、

本
大
会
の
主
要
課
題
５
点

「
安
全
の
確
立
」
「
組
織
の

強
化
・
拡
大
」
「
産
業
政
策
」

「
労
働
政
策
」
「
政
治
活
動
」

に
つ
い
て
所
感
を
述
べ
た
。

そ
の
後
、
来
賓
と
し
て
連

合
の
芳
野
会
長
、
交
運
労
協

の
住
野
議
長
、
Ｊ
Ｒ
連
合
国

会
議
員
懇
談
会
の
榛
葉
会
長

を
は
じ
め
と
す
る
国
会
議
員

等
か
ら
連
帯
と
激
励
の
挨
拶

を
受
け
た
。
議
事
で
は
、
執

行
部
よ
り
一
般
経
過
報
告
・

決
算
報
告
、
２
０
２
２
年
度

運
動
方
針
案
及
び
予
算
案
が

提
起
さ
れ
る
と
と
も
に
、
森

安
交
通
政
策
部
長
の
説
明
に

よ
り
Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨
物
経
営

自
立
実
現
Ｐ
Ｔ
の
最
終
提
言

「
新
し
い
『
ヒ
ト
・
モ
ノ＝

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
を
つ
く
る

Ｊ
Ｒ
連
合
政
策
提
言
」
が
提

起
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
12
名
の
代

議
員
・
特
別
代
議
員
よ
り
、

安
全
、
組
織
拡
大
、
政
策
活

動
・
政
治
方
針
、
男
女
平
等

参
画
、
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ

ｏ
ｐ
へ
の
契
約
移
転
等
に
関

し
て
運
動
方
針
を
補
強
す
る

立
場
で
発
言
が
あ
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
か
ら
も
、

石
川
代
議
員
が
①
安
全
の
確

立
、
②
政
策
課
題
解
決
、
③

広
報
活
動
に
つ
い
て
発
言
し
、

討
論
に
参
加
。

執
行
部
が
中
間
答
弁
を
行
っ

た
後
、
政
所
事
務
局
長
よ
り

「
現
在
は
産
業
の
大
転
換
期

に
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
産
業
は
斜
陽

産
業
で
は
な
く
、
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
秘
め
て
い
る
。
そ
の
可

能
性
を
切
り
拓
く
べ
く
、
安

全
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な

課
題
に
連
携
し
て
取
り
組
も

う
」
と
の
総
括
答
弁
が
あ
り
、

全
て
の
議
案
と
大
会
宣
言
が

満
場
一
致
で
採
択
。
荻
山
会

長
の
「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」

で
大
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

①
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
で
は
、
安

全
を
最
重
要
課
題
と
し
、
チ
ェ
ッ

ク
・
提
言
機
能
を
発
揮
し
て

い
る
。
安
全
を
保
つ
に
は
ル
ー

ル
の
遵
守
が
不
可
欠
だ
が
、

実
態
に
即
し
て
い
る
か
、
検

証
の
必
要
が
あ
る
と
会
社
に

問
題
提
起
し
て
い
る
。
労
使

協
調
し
て
「
安
全
・
安
定
・

安
心
輸
送
」
を
実
現
す
る
所

存
で
あ
る
。
同
様
に
会
社
施

策
に
つ
い
て
も
検
証
が
必
要

と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る
。

働
く
者
の
立
場
を
考
慮
し
た

実
効
性
の
あ
る
中
身
と
な
る

よ
う
建
設
的
な
協
議
を
続
け

て
い
く
決
意
で
あ
る
。

②
政
策
課
題
の
解
決
に
向
け

て
、
「
３
産
別
共
同
行
動
」

を
展
開
す
る
Ｊ
Ｒ
連
合
の
取

り
組
み
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

雇
調
金
特
例
措
置
の
９
月
末

ま
で
の
延
長
実
現
は
そ
の
賜

物
。
課
題
の
解
決
に
向
け
て

引
き
続
き
の
取
り
組
み
を
要

請
す
る
。
Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨
物

経
営
自
立
実
現
Ｐ
Ｔ
の
最
終

提
言
を
活
用
し
、
中
長
期
的

な
課
題
へ
の
対
処
に
向
け
て

取
り
組
む
。
特
に
四
国
新
幹

線
実
現
の
た
め
の
議
論
は
加

速
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ

う
し
た
政
策
課
題
の
解
決
に

は
、
政
治
の
力
が
必
要
。
推

薦
候
補
者
の
勝
利
に
向
け
て

取
り
組
む
。

③
活
動
の
実
績
を
示
す
広
報

活
動
は
非
常
に
重
要
。
民
主

的
な
労
働
運
動
が
正
し
く
認

知
さ
れ
る
た
め
に
、
単
組
に

お
い
て
も
活
動
を
発
展
さ
せ

て
い
く
が
産
別
と
し
て
も
引

き
続
き
取
り
組
み
を
要
請
す

る
。

Ｊ
Ｒ
連
合

第
32
回
定
期
大
会
開
催
！

Ｊ
Ｒ
連
合
発
足
30
年
の
節
目
の
年
！

Ｊ
Ｒ
産
業
の
持
続
的
成
長
と

組
合
員
・
家
族
の
幸
せ
実
現
に
邁
進
！

荻
山
会
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で

節
目
の
年
を
ス
タ
ー
ト
！

ＪＲ連合は、６月１４～１５日の２日間、東京都墨田
区「東武ホテルレバント東京」において第３２回定期大
会を開催した。３年ぶりに２日形式での開催となった本
大会には、代議員、来賓、傍聴者合わせて約１７０名が
参加。熱心かつ真摯な討議が行われ、２０２２年度の運
動方針を満場一致で決定した。

ＪＲ連合 荻山会長

ＪＲ連合 森安交通政策部長

石
川
代
議
員
発
言
要
旨石川代議員

７
月
10
日
に
投
開
票
が
行

わ
れ
た
第
26
回
参
議
院
議
員

選
挙
に
お
い
て
、
ご
支
援
ご

尽
力
い
た
だ
い
た
組
合
員
や

家
族
の
皆
さ
ま
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
る
。

ま
た
、
推
薦
候
補
の
必
勝

に
向
け
て
献
身
的
に
奮
闘
さ

れ
た
す
べ
て
の
関
係
者
に
対

し
て
も
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
る
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
・
グ
ル
ー

プ
労
組
は
、
推
薦
候
補
の
全

員
当
選
に
向
け
取
り
組
ん
だ

結
果
、
比
例
区
推
薦
候
補
で

あ
る
川
合
孝
典
氏
が
当
選
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
愛
媛

選
挙
区
推
薦
候
補
の
高
見
知

佳
氏
に
つ
い
て
は
健
闘
し
な

が
ら
も
当
選
に
は
至
ら
な
い

結
果
と
な
っ
た
。

今
回
の
選
挙
結
果
を
真
摯

に
受
け
止
め
る
と
と
も
に
、

あ
ら
た
め
て
政
治
活
動
の
意

義
や
参
画
意
識
の
浸
透
・
醸

成
す
べ
く
組
織
内
で
議
論
を

深
め
、
Ｊ
Ｒ
連
合
・
Ｊ
Ｒ
四

国
労
組
が
抱
え
る
政
策
課
題
、

組
織
課
題
の
解
決
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

【
比
例
区
推
薦
候
補
】

◎

川
合

孝
典

当
選

（
国
民
民
主
党
・

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
出
身
・
現
職
）

【
愛
媛
選
挙
区
推
薦
候
補
】

高
見

知
佳

次
点

（
無
所
属
・
新
人
）

<<

第
26
回
参
議
院
議
員
選
挙>>

組
織
の
総
力
を
結
集
！

推
薦
候
補

１
名
国
政
へ
！

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
５

月
16
日
に
申
第
15
、
16
、

17
号
に
て
Ｊ
Ｒ
四
国
に
対

し
「
夏
季
手
当
の
要
求
等
」

を
申
し
入
れ
た
。

６
月
１
日
に
行
っ
た
１

回
目
の
交
渉
に
て
組
合
は

「
会
社
が
掲
げ
る
目
標
達

成
に
は
、
組
合
員
が
将
来

に
向
け
て
高
い
意
欲
を
持
っ

て
働
き
続
け
ら
れ
る
こ
と

が
必
要
不
可
欠
。
コ
ロ
ナ

禍
で
も
業
務
量
は
増
え
て

い
る
上
に
、
物
価
の
上
昇

が
家
計
を
逼
迫
し
て
お
り
、

組
合
員
の
取
り
組
み
を
最

大
限
評
価
す
べ
き
」
と
強

く
訴
え
た
。
こ
れ
に
対
し

会
社
は
、
２
回
目
と
な
る

６
月
９
日
の
交
渉
に
て

「
感
染
症
の
影
響
が
一
巡

し
、
支
給
額
の
減
少
に
歯

止
め
が
か
か
る
も
の
の
、

収
束
が
見
通
せ
な
い
こ
と

や
資
源
価
格
高
に
よ
る
影

響
等
に
よ
り
、
支
給
額
の

増
加
幅
は
限
定
的
と
想
定

す
る
。
今
後
の
経
営
見
通

し
等
を
客
観
的
・
総
合
的

に
判
断
す
る
が
、
長
引
く

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
重
く

受
け
止
め
つ
つ
、
直
近
の

収
入
動
向
も
踏
ま
え
な
が

ら
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
」
と
し
た
。
組
合
は
引

き
続
き
、
組
合
員
の
日
々

の
奮
闘
、
エ
キ
ス
パ
ー
ト

組
合
員
の
会
社
へ
の
貢
献

を
強
く
訴
え
、
「
目
に
見

え
る
結
果
」
を
要
請
。
６

月
22
日
の
３
回
目
交
渉
に

て
、
１
．
35
ヵ
月
、
エ
キ

ス
パ
ー
ト
組
合
員
の
一
時

金
に
乗
じ
る
係
数
の
特
例

０
．
６
と
の
回
答
を
受
け

た
。
先
行
き
不
透
明
な
状

況
下
で
の
厳
し
い
交
渉
で

あ
っ
た
が
、
組
合
員
の
安

全
や
収
入
確
保
へ
の
取
り

組
み
な
ど
を
粘
り
強
く
訴

え
た
結
果
、
昨
年
の
期
末

手
当
よ
り
０
．
14
ヵ
月
分

上
積
み
が
図
れ
た
こ
と
、

係
数
の
撤
廃
は
な
ら
ず
も
、

昨
年
同
様
特
例
０
．
６
を

死
守
で
き
た
こ
と
を
確
認

し
、
組
合
員
の
奮
闘
を
最

大
限
評
価
し
た
会
社
の
精

一
杯
の
回
答
と
判
断
し
妥

結
し
た
。
（
詳
し
く
は
、

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
ニ
ュ
ー
ス

№
26
、
28
、
29
参
照
）

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
と
の

夏
季
賞
与
に
係
る
団
体
交

渉
を
６
月
10
日
、
22
日
に

実
施
。
１
回
目
の
交
渉
で

は
、
「
２
年
に
わ
た
り
賞

与
と
し
て
は
支
払
わ
れ
て

い
な
い
。
労
使
一
丸
と
な

り
黒
字
達
成
に
向
け
て
取

り
組
む
に
あ
た
り
、
我
慢

を
重
ね
て
き
た
組
合
員
の

労
苦
に
報
い
る
べ
き
」
と

強
く
要
請
。
こ
れ
に
対
し

会
社
は
「
要
求
の
主
旨
は

理
解
す
る
が
、
原
油
高
騰

や
ビ
ジ
ネ
ス
需
要
の
減
少

な
ど
、
不
安
は
一
掃
さ
れ

て
い
な
い
。
資
金
繰
り
等

も
勘
案
し
な
が
ら
判
断
す

る
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。

粘
り
強
く
交
渉
を
継
続
し
、

賞
与
に
対
す
る
組
合
員
の

期
待
感
の
高
さ
を
強
く
訴

え
続
け
迎
え
た
２
回
目
の

交
渉
で
は
、
会
社
よ
り
３

年
ぶ
り
の
夏
季
賞
与
と
な

る
０
．
８
ヵ
月
の
回
答
が

示
さ
れ
た
。
組
合
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
経

営
危
機
の
渦
中
に
あ
る
が
、

「
安
全
・
安
心
輸
送
」
の

提
供
を
第
一
義
に
、
労
使

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
き
た
こ
と
を
会
社
が
評

価
し
、
４
年
ぶ
り
の
黒
字

決
算
を
目
指
す
中
、
３
年

ぶ
り
に
『
賞
与
』
が
支
払

わ
れ
る
こ
と
が
組
合
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
・

高
揚
に
つ
な
が
る
と
確
認
。

会
社
と
し
て
の
精
一
杯
の

回
答
で
あ
る
と
判
断
し
妥

結
し
た
。
（
詳
し
く
は
、

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
自
動
車

支
部
ニ
ュ
ー
ス
№
13
、

14
を
参
照
）

夏
季
手
当
・
夏
季
賞
与

交
渉
妥
結

【Ｊ Ｒ 四 国】

◆昨年より０．１４ヵ月の上積み！！

１．３５ヵ月を勝ち取る!!
◆エキスパート組合員の一時金に乗じる係数

特例０．６を死守!!

【ジ ェ イ ア ー ル 四 国 バ ス】

◆賞与としての支給は

３年ぶり!!

０.８ヵ月支給!!

見事当選した川合氏（写真左）

大谷　 清
石川 敏也

2022
157
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香
川
支
部
で
は
、
６
月

８
日
（
水
）
、
24
日
（
金
）
、

徳
島
支
部
で
は
７
月
４
日

（
月
）
、
自
動
車
支
部
で
は

６
月
13
日
（
月
）
に
そ
れ
ぞ

れ
支
部
主
催
の
出
向
組
合
員

対
話
集
会
を
開
催
。
支
部
執

行
部
に
加
え
、
本
部
か
ら
も

担
当
役
員
が
出
席
し
た
。

香
川
支
部
で
は
高
松
・
多

度
津
地
区
で
開
催
。
出
向
期

間
に
関
す
る
質
問
や
技
術
継

承
に
関
す
る
問
題
点
の
指
摘

が
あ
っ
た
ほ
か
、
本
体
と
出

向
先
と
の
労
働
条
件
の
差
、

出
向
先
で
の
要
員
不
足
に
関

す
る
危
機
感
が
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
自
動
車
支
部
で
は

４
県
に
設
け
た
会
場
を
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
で
つ
な
ぎ
、
本
部
・
支

部
・
分
会
の
各
役
員
も
参
加
。

出
向
者
の
み
で
の
意
見
交
換

の
時
間
も
設
け
る
な
ど
、
情

報
等
を
共
有
す
る
有
意
義
な

機
会
と
な
っ
た
。

集
会
で
出
さ
れ
た
課
題
や

問
題
点
に
関
す
る
意
見
は
集

約
・
精
査
し
、
よ
り
働
き
や

す
い
職
場
環
境
づ
く
り
実
現

の
た
め
、
今
後
の
団
体
交
渉

や
経
営
協
議
会
等
を
通
じ
て

反
映
さ
せ
て
い
く
。

６
月
29
日
（
水
）
16
時

よ
り
本
部
１
階
会
議
室
に
て
、

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
議
員
団
会
議

第
31
回
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

冒
頭
、
山
本
悟
史
団
長

（
香
川
県
議
会
）
よ
り
挨
拶

を
受
け
議
事
に
入
っ
た
。

議
事
で
は
、
江
渕
土
佐
生

氏
が
２
０
２
２
年
４
月
の
任

期
満
了
を
も
っ
て
土
佐
市
議

を
勇
退
さ
れ
た
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
ほ
か
、
こ
の
間
の
経

過
報
告
、
会
計
報
告
、
会
計

監
査
報
告
を
確
認
。
今
年
度

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明

が
な
さ
れ
た
あ
と
、
出
席
者

は
昨
年
の
衆
議
院
議
員
選
挙

の
振
り
返
り
や
参
議
院
議
員

選
挙
に
お
け
る
活
動
等
に
つ

い
て
情
報
を
共
有
。

役
員
改
選
で
は
、
新
た
に

幹
事
長
に
橋
本
敏
男
氏
（
高

知
県
議
会
）
を
選
出
。

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
今
後
も

議
員
団
会
議
と
の
連
携
を
密

に
し
、
様
々
な
政
策
課
題
の

解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

【
新
役
員
体
制
】

団

長

山
本

悟
史

（
香
川
県
議
会
）

幹
事
長

橋
本

敏
男

（
高
知
県
議
会
）

７
月
１
日
（
金
）
15
時
15

分
よ
り
本
部
１
階
会
議
室
に

て
、
乗
務
員
共
済
運
営
委
員

会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
武
智
乗
務
員
共
済

運
営
委
員
長
か
ら
「
Ｊ
Ｒ
四

国
労
組
の
独
自
共
済
で
あ
る

乗
務
員
共
済
が
よ
り
良
い
仕

組
み
と
な
る
よ
う
積
極
的
な

議
論
を
お
願
い
し
た
い
」
と

挨
拶
し
、
議
事
に
入
っ
た
。

議
事
で
は
、
決
算
報
告
、

給
付
実
績
及
び
加
入
状
況
に

つ
い
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、

今
年
度
の
財
政
や
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ

た
後
、
承
認
さ
れ
た
。

【
乗
務
員
共
済
と
は
】

列
車
乗
務
員
、
動
力
車
乗

務
員
、
自
動
車
乗
務
員
及
び

業
務
用
自
動
車
運
転
者
と
し

て
従
事
す
る
組
合
員
・
準
組

合
員
が
加
入
で
き
る
共
済
で
、

掛
け
金
は
月
額
１
０
０
円
。

共
済
制
度
の
詳
細
や
加
入
に

つ
い
て
は
、
所
属
分
会
ま
た

は
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
本
部
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
特
設
コ
ー
ス
】

５
月
28
日
（
土
）
13
時
30

分
よ
り
、
ホ
テ
ル
ア
ネ
シ
ス

瀬
戸
大
橋
に
お
い
て
、
ユ
ニ

オ
ン
ス
ク
ー
ル
「
特
設
コ
ー

ス
（
管
理
者
セ
ミ
ナ
ー
）
」

を
開
催
し
た
。

本
ス
ク
ー
ル
は
、
現
場
長
・

助
役
、
非
現
業
部
門
の
主
席

ク
ラ
ス
、
管
理
者
資
格
保
有

者
を
対
象
と
し
て
実
施
。

当
日
は
四
国
各
地
よ
り
20

名
が
参
加
。
大
谷
執
行
委
員

長
に
よ
る
特
別
講
義
等
を
受

講
し
た
後
に
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

管
理
者
組
合
員
と
し
て
今
後

ど
う
活
動
し
て
い
く
べ
き
か
、

職
場
内
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
ど
う
と
っ
て
い
く

べ
き
か
な
ど
、
他
箇
所
や
他

分
会
の
取
り
組
み
に
真
剣
に

耳
を
傾
け
、
積
極
的
に
意
見

交
換
を
図
っ
た
。

【
ユ
ー
ス
コ
ー
ス
】

６
月
23
日
（
木
）
13
時
30

分
よ
り
、
こ
れ
ま
で
「
フ
レ
ッ

シ
ュ
マ
ン
コ
ー
ス
」
等
に
参

加
し
た
こ
と
の
な
い
入
社
６

年
目
以
降
の
青
女
組
合
員
を

対
象
に
、
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー

ル
「
ユ
ー
ス
コ
ー
ス
」
を
本

部
１
階
会
議
室
に
て
開
催
。

13
名
の
参
加
者
は
、
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
の
取
り
組
み
や
歴

史
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
知

識
を
学
ん
だ
上
で
、
団
体
交

渉
や
経
営
協
議
会
で
の
議
論

や
署
名
活
動
が
ど
う
い
っ
た

取
り
組
み
、
結
果
に
繋
が
っ

て
い
る
の
か
を
知
り
、
組
合

活
動
へ
の
参
加
意
欲
を
高
め

た
。

快
晴
に
恵
ま
れ
た
５
月
25

日
（
水
）
、
レ
ク
ザ
ム
ボ
ー

ル
パ
ー
ク
丸
亀
に
て
第
12
回

支
部
対
抗
軟
式
野
球
大
会
を

開
催
し
た
。

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ

た
今
大
会
で
は
、
消
毒
の
徹

底
や
プ
レ
ー
中
以
外
で
の
マ

ス
ク
着
用
な
ど
コ
ロ
ナ
対
策

を
徹
底
。
青
女
組
合
員
を
中

心
に
四
国
４
県
70
名
が
参
加

し
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
プ
レ
ー

し
た
。
試
合
は
徳
島
支
部

の
猛
打
が
爆
発
し
、
見
事

初
優
勝
を
飾
っ
た
。

◆
第
10
回

６
月
10
日
（
金
）
13
時
30

分
よ
り
、
本
部
１
階
会
議
室

に
て
第
10
回
本
部
執
行
委
員

会
を
開
催
し
た
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
・
拡
大

（
経
営
協
議
会
）

・
安
全
・
事
故
防
止

（
Ｊ
Ｒ
四
国
・
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
四
国
バ
ス
）

・
２
０
２
２
年
度
に
実
施
す

る
旅
行
業
の
見
直
し

（
団
交
）

・
２
０
２
２
年
度
夏
季
手
当

・
賞
与
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

（
財
政
）

・
部
外
監
査
、
部
内
監
査

（
職
場
対
話
）

・
高
知
、
香
川
、
本
社
、
徳

島
（
教
育
）

・
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル

（
特
設
コ
ー
ス
）

（
部
会
）

・
工
務
部
会
三
役
分
科
長
会

議
・
運
転
部
会
拡
大
常
任
委
員

会
・
営
業
部
会
拡
大
常
任
委
員

会
（
青
女
）

・
第
26
回
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー

・
第
12
回
支
部
対
抗
軟
式
野

球
大
会

（
共
闘
）

・
第
27
回
交
通
運
輸
政
策
研

究
集
会

・
第
３
回
地
方
代
表
者
会
議

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
第
12
回
安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
・
組
織
財
政
検
討
委
員
会

・
男
女
平
等
参
画
推
進
委
員

会
・
Ｊ
Ｒ
二
島
・
貨
物
経
営
自

立
実
現
Ｐ
Ｔ

・
グ
ル
ー
プ
労
組
安
全
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

・
エ
リ
ア
連
合
代
表
者
会
議
・

グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会

【
議
事
】

①
参
議
院
議
員
選
挙
に
お
け

る
推
薦
候
補
者
の
承
認
に

つ
い
て

②
２
０
２
１
年
度
決
算
に
お

け
る
剰
余
金
の
処
理
に
つ

い
て

③
２
０
２
２
年
度
の
財
政
方

針
に
つ
い
て

④
第
41
回
定
期
大
会

⑤
ダ
イ
ヤ
改
正
実
施
後
の
経

営
協
議
会
の
付
議
に
つ
い

て
⑥
総
合
労
働
協
約
改
訂
に
関

す
る
要
求
項
目
の
集
約
に

つ
い
て

⑦
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

⑧
そ
の
他

◆
第
11
回

７
月
８
日
（
金
）
８
時
30

分
よ
り
、
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン

ト
高
松
に
て
第
11
回
本
部
執

行
委
員
会
を
開
催
し
た
。

【
経
過
】

（
経
協
）

・
２
０
２
２
年
度
に
実
施
す

る
旅
行
業
の
見
直
し

・
ダ
イ
ヤ
改
正
実
施
後
（
Ｊ

Ｒ
四
国
）

（
団
交
）

・
２
０
２
２
年
度
夏
季
手
当
・

夏
季
賞
与
（
Ｊ
Ｒ
四
国
・

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス
）

（
業
務
）

・
安
全
推
進
委
員
会

（
組
織
）

・
東
京
地
区
集
会
、
大
阪
地

区
集
会

・
出
向
組
合
員
対
話
集
会

（
香
川
、
徳
島
）

（
職
場
対
話
）

・
バ
ス
高
松
、
徳
島
、
高
知

（
政
治
）

・
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
第
31
回
議

員
団
会
議
総
会

（
事
業
）

・
乗
務
員
共
済
運
営
委
員
会

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
第
32
回
定
期
大
会

・
自
動
車
連
絡
会
幹
事
会

【
議
事
】

①
２
０
２
２
年
度
夏
季
手
当
・

夏
季
賞
与
の
妥
結
承
認
に

つ
い
て

②
交
運
共
済
か
ら
こ
く
み
ん

共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
へ
の
契
約

移
転
に
つ
い
て

③
第
41
定
期
大
会

本
部
執
行
委
員
会

５
月
12
日
（
木
）
、
岡

山
市
内
に
て
Ｊ
Ｒ
連
合

「
第
12
回
安
全
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
た
。

感
染
症
対
策
が
徹
底
さ
れ

た
会
場
に
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合

加
盟
単
組
を
は
じ
め
、
連

盟
加
盟
産
別
や
交
運
労
協

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
者

含
め
約
３
０
０
名
が
参
加
。

基
調
講
演
、
加
盟
単
組
・

エ
リ
ア
連
合
の
取
り
組
み

報
告
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
３
部
構
成
と
な
っ

た
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

Ｊ
Ｒ
各
社
で
実
施
さ
れ
て

い
る
業
務
改
革
や
効
率
化

施
策
、
そ
し
て
新
技
術
の

導
入
に
つ
い
て
現
状
と
課

題
等
を
取
り
上
げ
た
。

参
加
者
は
、
社
会
が
変

容
し
て
い
く
中
で
安
全
の

担
保
に
は
ど
う
い
っ
た
取

り
組
み
が
必
要
か
、
働
く

者
の
目
線
か
ら
主
体
的
な

検
証
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、

職
場
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
に
つ

い
て
再
認
識
し
、
安
全
・

安
心
な
職
場
づ
く
り
と
Ｊ

Ｒ
産
業
の
持
続
的
な
成
長

を
果
た
す
決
意
を
共
有
し

た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
連
合
は
、
５

月
19
日
に
愛
媛
県
伊
予
市

内
に
お
い
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合

と
の
安
全
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
開
催
し
た
。

当
日
は
Ｊ
Ｒ
連
合
、
Ｊ

Ｒ
四
国
労
組
、
ジ
ェ
イ
ア
ー

ル
四
国
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
労

組
よ
り
役
員
が
参
加
。
冒

頭
２
０
２
１
年
度
に
お
け

る
Ｊ
Ｒ
四
国
グ
ル
ー
プ
で

の
労
働
災
害
の
発
生
状
況

や
業
務
上
傷
害
事
故
の
概

要
等
に
つ
い
て
経
過
報
告

を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
労

使
双
方
の
安
全
活
動
に
対

す
る
取
り
組
み
や
関
係
会

社
と
の
つ
な
が
り
、
社
員

間
・
労
使
間
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
つ

い
て
議
論
し
、
安
全
の
確

保
の
た
め
に
妥
協
な
く
取

り
組
む
考
え
を
共
有
し
た
。

ま
た
、
安
全
衛
生
委
員

会
の
活
性
化
に
向
け
た
意

見
交
換
も
実
施
。
労
働
側

委
員
の
参
加
・
育
成
が
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
、
委
員

会
討
議
の
充
実
を
図
る
た

め
、
適
宜
教
育
活
動
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
の
知
見

を
得
た
。

当
日
は
松
山
車
両
基
地

構
内
の
視
察
も
実
施
。
同

基
地
で
は
、
昨
年
９
月
に

傷
害
事
故
が
発
生
。
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
よ
り
再
三
警
鐘

を
鳴
ら
し
続
け
て
い
た
も

の
の
、
今
般
の
事
故
を
受

け
、
会
社
へ
の
申
し
入
れ

を
経
て
地
上
か
ら
列
車
へ

の
昇
降
段
が
新
設
さ
れ
た
。

昇
降
段
の
設
置
状
況
や
、

組
合
員
よ
り
要
望
が
あ
る

安
全
通
路
の
移
設
等
に
つ

い
て
現
地
の
状
況
を
確
認

し
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
連
合
で
は
、

引
き
続
き
「
す
べ
て
の
Ｊ

Ｒ
関
係
労
働
者
の
死
亡
事

故
・
重
大
労
災
ゼ
ロ
」
の

完
遂
を
目
指
し
、
安
全
へ

の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化

を
図
る
。

７
月
１
日
（
金
）
16
時

よ
り
、
本
部
に
て
安
全
推

進
委
員
会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
中
野
安
全
推
進

委
員
長
よ
り
「
安
全
は
す

べ
て
に
優
先
す
最
重
要
課

題
。
安
全
の
確
保
に
向
け

て
し
っ
か
り
と
議
論
し
て

い
こ
う
」
と
の
挨
拶
が
あ
っ

た
後
、
議
事
に
入
っ
た
。

議
事
で
は
、
安
全
・
事

故
防
止
に
関
す
る
経
営
協

議
会
で
の
議
論
や
職
場
環

境
改
善
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
安

全
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
後
、

２
０
２
２
年
度
の
安
全
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
議
論
。
設
備
の
増
設
・

削
減
に
関
し
て
各
系
統
の

視
点
で
意
見
が
出
た
ほ
か
、

松
山
運
転
所
車
両
基
地
の

現
状
に
つ
い
て
情
報
共
有

を
図
っ
た
。
ま
た
、
非
鉄

道
事
業
の
拡
大
に
伴
い
、

建
設
現
場
の
管
理
業
務
が

発
生
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、

活
発
な
議
論
に
よ
り
系
統

を
越
え
て
安
全
意
識
醸
成

の
必
要
性
を
確
認
し
た
。

安
全
の
取
り
組
み
を

推
進
!!

◆
Ｊ
Ｒ
連
合

安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

◆
Ｊ
Ｒ
四
国
連
合

安
全
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

◆
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

安
全
推
進
委
員
会

【
Ｊ
Ｒ
連
合
】

安
全
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催産別・単組の枠を超えて

安全への決意を共有

【
Ｊ
Ｒ
四
国
連
合
】

安
全
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
愛
媛
で
開
催
！連携して安全強化を推進

【

Ｊ

Ｒ

四

国

労

組
】

安
全
推
進
委
員
会
開
催

系統を越えて熱く議論

出
向
組
合
員
対
話
集
会

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

議
員
団
会
議
総
会
開
催

橋本幹事長(左) 山本団長(右)

乗
務
員
共
済
運
営
委
員
会

健全な運営を確認

四国各地より13名が参加

第
12
回
支
部
対
抗

軟
式
野
球
大
会

ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
開
催

◆
特
設
コ
ー
ス

（
管
理
者
セ
ミ
ナ
ー
）

◆
ユ
ー
ス
コ
ー
ス

職場内でのコミュニケーション
をテーマに意見交換

明るく楽しくレクを満喫

出向者と情報を共有


